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2010年 3月 25日 

高崎市長 

 松浦幸雄 殿 

群馬音楽センターを愛する会 

 

「群馬音楽センター」の保存と活用についての要望書 

 

拝啓、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 本会は、高崎の歴史・文化発信のシンボルである「群馬音楽センターの大切さ」を考え、長

く存在することを願う場として、2008 年 5 月 10 日（群馬音楽センターの設計者であるアント

ニン・レーモンド生誕 120 年の日）に設立され、今日までに 20回の例会を開催し群馬音楽セン

ターの大切さを考えてまいりました。 

 

 高崎市としての経過を踏まえて、この度高崎市長として「群馬音楽センター」について「建

設当時に青年会議所理事長として、その建設や募金運動に関わってきた一人であるとともに、

市長になる前から多くの演奏会や演劇を主催してきました。そしてここで多くの出会いもあり

ました。そういう意味でも、私の原風景、心の故郷でもあります。高崎の文化、市民の街高崎

のシンボルとしての大事な高崎の歴史遺産であると考えています。群馬音楽センターは、必要

最低限の改修を行い、高崎公会堂的なパブリックホールとして保全し、可能な限り長く活用し

ていくことを検討したいと思っています。」と発表されました。これは「ときの高崎市長これを残

す宣言」として歴史に残る画期的な発言であり、会として敬意を表する次第です。 

 

 さて当会ではかねてより群馬音楽センターについて様々な角度から考え検討して参りました。 

群馬音楽センターは高崎の歴史・建築文化にとって、また音楽芸術に対して高崎に欠くことの

できない地域資産であります。また群馬音楽センターに対する A・レーモンドの環境と調和さ

せる考え方、建設に示された市民力は、50 年経っても色褪せせず、むしろ 21 世紀に重要性を

増しています。 

しかるに、市のこれまでの広報や発表された「群馬音楽センター建物診断調査報告書」、「群

馬音楽センター建物診断調査結果について」の委員会資料等を検討して参りましたが、建築学

上及び建築史学上から見て、調査の方法や「調査結果について」の報告書にいくつかの疑問点

があります。 

そこで、本来の高崎市の歴史・文化発信のシンボルである「群馬音楽センター」として長く

活用し続けることを願い以下のことについて要望いたします。 

 

●「群馬音楽センター」建設当初の原点に返り、高崎の文化、市民の街高崎のシンボルとして、でき

るならば音楽専用ホールとして長く活用していくことを目標に、改修の可能性を調査する。 

 

 なお「群馬音楽センターを愛する会」は、「群馬音楽センター」の今後について、出来る限り

の協力をさせていただく所存であることを申し添えます。 

敬具 

 


